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本講演の内容は, Luc Molinet氏 (Université de Tours)との共同研究に基づく. 次の一
般化 KdV型方程式の初期値問題を考える:

∂tu+ ∂xD
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k+1) = 0, (t, x) ∈ R2, (1)

u(0, x) = u0(x), x ∈ R. (2)

ここで, α ∈ [1, 2], D̂x = |ξ|, k ∈ N. また, u0(x) : R → Rは既知関数, u(t, x) : R2 → R
は未知関数である. 方程式 (1)のクラスは, KdV方程式 (α = 2, k = 1)や, Benjamin-Ono

方程式 (α = 1, k = 1)を含む. 本研究の目的は, 広いクラスの方程式に対する初期値問題
の適切性と, 無条件一意性 (つまり解の C([0, T ];Hs)での一意性)を証明することである.

本研究での主な興味の対象は k ≥ 3の場合であり, この場合は相互作用を表す位相関数が
因数分解できないため解析が難しい.

k ≥ 3 の場合の方程式 (1) に対する先行研究を述べる. R 上では最近 [1] によって
α ∈ (1, 2]かつ k ≥ 4の場合にスケール臨界空間である H

1
2
−α

k (R)における適切性が証明
された. 無条件一意性については, H1−α

4 (R)での結果が [3]によって報告されている (た
だし α = 2のときは H

1
2
+(R)).

本研究では, 初期値問題 (1)–(2) を扱い, 次の結果を得た. まず, α ∈ [1, 2] に対して,

s(α)を次のように定める:
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, 2].

定理 1. このとき, 初期値問題 (1)–(2)は s > s(α)に対して, Hs(R)において時間局所適
切である. 更に, 無条件一意性が成立する.

主定理は k ∈ Nの値によらず成立するが, k ≥ 3の場合に無条件一意性を示した点が新
しい. その証明では, 解のアプリオリ評価を低い正則性で示すことが重要である. 非共鳴
な非線形相互作用には振動効果を利用し ([4]), 共鳴な相互作用には Strichartz 型の評価
を用いる ([2]). 講演では, 双線形 Strichartz評価の導出とその応用について説明したい.
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